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令和４年度 ジュニア･ジュエリーマスター学科試験問題 
 

次の各文を読み（   ）内に最も当てはまる語句を（ア）～（イ）の中から１つ選び

記号を解答欄に記入しなさい。 

 

【貴金属素材・貴金属加工】 

（１） スターリング・シルバーは、銀 925‰に（   ）75‰を加えた合金である。 

 

（ア）金    （イ）銅        （ウ）真鍮 

 

 

（２）K18YGを千分率で表すと（     ）‰である。 

 

(ア) 750     （イ）585       （ウ）900 

 

 

（３）糸ノコの刃の 0 番よりも（     ）の方が刃の幅が広い。 

 

(ア)3/0番     （イ）3番        （ウ）6/0番 

 

 

（４）（     ）は、金属材料にカニコンパス等を用いて印を付ける作業である。 

 

(ア)付き目      （イ）面取り       （ウ）けがき 

 

 

（５）鋳造機には 2タイプある。遠心鋳造機と（    ）鋳造機である。 

 

（ア）真空加圧式    （イ）真空減圧式       （ウ）電気 

 

 

（６）薬品類の保管は少量であっても地震などによる転倒防止の措置をとり、直射日光を

避け、（     ）に保管する。 

 

（ア）風通しの良い場所   （イ）鍵付きの戸棚       （ウ）冷凍庫 

 

 

（７）（    ）とは、直接地金を融かすことによる接合の方法である。最近では高温

バーナーよりもレーザー溶接機が普及している。 

 

（ア）共付け     （イ）ロウ付け        （ウ）半田付け 

 

 

（８）貴金属は、金、銀、プラチナ、イリジウム、オスミウム、ルテニウム、ロジウム,（   ） 

の合計 8種類の金属である。 

  

（ア）インジウム    （イ）パラジウム      （ウ）カドミウム 
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（９）Pt850は主に（    ）用に使用されている。 

 

（ア）リング     （イ）バングル       （ウ）チェーン 

 

 

（10）K18イエローゴールドの中でも、組成の 750‰が Au、125‰が Ag、125‰が Cuである

合金を通称（    ）と呼ぶ。 

 

（ア）ゴーゴー     （イ）ロクヨン     （ウ）アオキン 

 

 

（11）造幣局の品位証明区分において、プラチナ製品は（    ）である。 

 

（ア）４品位      （イ）６品位        （ウ）８品位 

 

 

（12） 貴金属を合金にした場合、２種類の純金属を使用したものは二元合金、4種類以上

の純金属を使用したものは（     ）と呼ばれる。 

 

（ア）複元合金    （イ）多元合金       （ウ）卑金属合金 

 

 

（13）ヤットコや鏨などに使用する工具鋼「SK」の名称は（    ）である。 

 

（ア）炭素工具鋼   （イ）高速度工具鋼   （ウ）ステンレス鋼 

 

 

（14）濃度 10％の硫酸を作る場合、『（    ）』という手順で混ぜ合わせる。 

 

（ア）硫酸を容器に入れ、水を静かに加えて 10％の濃度にする 

（イ）水を容器に入れ、硫酸を静かに加えて 10％の濃度にする    

      （ウ）同時に勢いよく加えて 10％の濃度にする 

 

（15）硼砂の成分は（    ）であり、878℃で金属表面にガラス状の被膜を作る。 

 

（ア）ホウ酸マグネシウム （イ）ホウ酸マンガン  （ウ）ホウ酸ナトリウム 

 

 

【宝石素材・宝石加工】 

（16）一般に切断作業には「裂く」と「削る」の 2方法がある。トリムソーによる宝石の

切断は（    ）の方である。 

 

（ア）裂く         （イ）削る 

 

 

（17）宝石の研磨剤にカーボランダムがある。この成分は（    ）である。 

 

（ア）酸化アルミニウム   （イ）炭化ケイ素       （ウ）酸化チタン 
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（18）細工台は鉄製、又は木製の（    ）をスピンドルの先端に装着して使用する機 

械である。 

 

（ア）コマ     （イ）ポイント       （ウ）砥石 

 

  

（19）遊離砥粒の管理では、先ず（    ）の混合を避ける。 

 

（ア）粒度     （イ）硬度        （ウ）水分 

 

 

（20）バレル研磨では容器に研磨材、宝石素材、（    ）、メディア、コンパウンドを 

入れ、長時間回転や振動を与える続けることで一定の表面状態にする。 

 

（ア）切削油     （イ）水         （ウ）シンナー 

 

 

（21）フロスト仕上げとは、（   ）の後に行う表面処理のことである。 

 

（ア）艶出し     （イ）仕上げ摺り        （ウ）石取り 

 

 

（22）（   ）など劈開のある宝石は一定の方向に割れやすいため、加工する場合は注意

が必要である。 

 

   （ア）ダイヤモンド    （イ）トルマリン       （ウ）水晶 

 

 

（23）天然クォーツのモース硬度は（   ）である。 

 

   （ア）５       （イ）７          （ウ）９ 

 

 

（24）宝石の三要件とは、秀美性、（   ）、希少性である。 

 

   （ア）耐光性     （イ）耐水性        （ウ）耐久性 

 

 

（25）世界的に主要なダイヤモンドの４Ｃ評価基準は、（     ）方式である。 

 

   （ア）GIA       （イ）CIBJO         （ウ）FGA 

 

 

（26）天然には対応物が存在しないが、一定の化学特性、物理特性、内部構造を有し、人

工的に生産した物質を（     ）と呼ぶ。 

 

   （ア）模造石     （イ）人造石         （ウ）タブレット 
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（27）主にファセットカットした宝石に強い光を当てた場合に、屈折による内部反射によ

り分散し結果として虹が生じる現象を（   ）と呼ぶ。 

 

（ア）シンチレーション  （イ）ファイアー   （ウ）シャトヤンシー 

 

 

 

（28）宝石に「白色光」と「赤味の多い人工灯」を交互に当てた場合、宝石自体が持つ光

の吸収パターンにより緑色と赤色のカラーチェンジが見られる。この性質を持つ宝

石には、この性質が顕著な宝石の名称を冠して（   ）・タイプと呼ぶことがある。 

 

（ア）アレキサンドライト  （イ）ラブラドライト   （ウ）アイリス 

 

 

（29）ブリリアント・カットを例にカット部位のサイズを比べたとき、最も大きなサイズ

である部位は（     ）である。 

 

（ア）テーブル面    （イ）ガードル直径      （ウ）キューレット 

 

 

（30） ケイ酸塩鉱物は一般に酸に強いが、（    ）だけは強い酸に弱く、表面が浸食

され透明感が低下するので注意が必要である。 

 

（ア）アクアマリン    （イ）ペリドット       （ウ）トパーズ 

 

 

【デザイン】 

（31）2つの部位の比率が[１：1.618・・・]となる比率を通称（    ）と呼ぶ。 

 

（ア）黄金比率     （イ）純金比率       （ウ）白銀比 

 

 

（32）色の要素のうち、彩度は色の（      ）の度合いを表す。 

 

（ア）明るさ、暗さ    （イ）鮮やかさ、鈍さ       （ウ）濃度 

 

 

（33）完成品のイメージを伝えるための立体的完成予想図を（     ）と呼ぶ。 

 

（ア）製図      （イ）レンダリング       （ウ）見取り図 

 

 

（34）リングの二面図の描き方は、真上、（     ）からの二図である。 

 

（ア）真横      （イ）真下         （ウ）真正面 
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（35）CADの中でもジュエリーなど立体的な造形検討に用いるのは (          )の CAD 

である。 

 

（ア）２次元      （イ）３次元         （ウ）４次元 

 

 

【商品】 

（36）ネックレスは長さにより呼称が変わる。最も短いネックレスは（   ）である。 

 

（ア）チョーカー    （イ）プリンセス       （ウ）ロングロープ 

 

 

（37）ブローチの受け金具に多く見られるのは「風車式」と「（   ）式」である。 

 

（ア）戦車      （イ）鉄砲         （ウ）バタフライ 

 

 

（38）（     ）は晩餐会や結婚式で使用する女性用の髪飾りである。 

 

（ア）アンクレット   （イ）ティアラ      （ウ）カチューシャ 

 

 

（39）使用素材に制限のあるものをファイン・ジュエリー、ないものを（     ） 

・ジュエリーと呼ぶ。 

  

（ア）ライト    （イ）ブライダル       （ウ）コスチューム 

 

 

【流通】 

（40）地域性を考慮した販売戦略に対し、国際的な販売戦略のことを（     ） 

・マーケティングと呼ぶ。 

 

（ア）グローバル     （イ）エリア       （ウ）マス 

 

 

（41）産業財産権と知的財産権では、（      ）の方が権利の種類は多い。 

 

（ア）産業財産権     （イ）知的財産権  

  

 

【マネジメント】 

（42）生産管理は良い品を、（     ）で、早く作ることにより、顧客満足を得ること

が目的である。 

 

（ア）安いコスト     （イ）高いコスト 
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（43）生産計画における生産の 4Mとは、人（Man）、資材（Material）、設備（     ）、

方法（Method）の 4項目である。 

 

（ア）Machine      （イ）Modeling        （ウ）Mobile 

 

【ジュエリー文化史】 

（44）縄文時代・中期～晩期では、（     ）を素材として用いた装身具が現れた。 

 

（ア）純金      （イ）ヒスイ        （ウ）純プラチナ 

 

 

（45）飛鳥時代～（     ）時代の 100年余りの間は装身具を使用する習慣が突如消

える。 

 

（ア）奈良       （イ）鎌倉          （ウ）平安 

 

 

（46）明治時代になると、上流階級では（     ）のジュエリーを身につける人が現

れた。 

 

（ア）西洋式      （イ）東洋式         （ウ）北欧式 

 

 

【ジュエリー産業史】 

（47）1966年、ダイヤモンドの啓蒙活動を行う（      ）社が日本に上陸した。 

 

（ア）ルネラリック    （イ）デ・ビアス       （ウ）ティファニー 

 

 

（48）1989年 11月 11日には日本ジュエリー協会により（      ）のキャンペーン

が始まる。 

 

（ア）ファクトリーセール  （イ）DCブランド    （ウ）ジュエリー・デー 

 

 

【山梨におけるジュエリー産業の変遷】 

（49）山梨県では明治時代になると（       ）の採掘が自由化された。 

 

（ア）メノウ     （イ）水晶        （ウ）ダイヤモンド 

  

 

(50) 1989年、山梨県は装身具制作における技術の保全と後継者育成のため、 

山梨県（      ）認定制度を制定した。 

 

（ア）ジュエリーマスター （イ）貴金属装身具制作技能   （ウ）伝統工芸士 

 

 



令和４年度 ジュニア・ジュエリーマスター学科試験解答用紙 

 

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） 

イ ア イ ウ ア イ ア イ ウ ア 

  

(11) (12) (13) (14) (15) (16) (17) (18) (19) (20) 

ア イ ア イ ウ イ イ ア ア イ 

 

(21) (22) (23) (24) (25) (26) (27) (28) (29) (30) 

ア ア イ ウ ア イ イ ア イ イ 

  

(31) (32) (33) (34) (35) (36) (37) (38) (39) (40) 

ア イ イ ウ イ ア イ イ ウ ア 

  

(41) (42) (43) (44) (45) (46) (47) (48) (49) (50) 

イ ア ア イ ア ア イ ウ イ ア 

各問 2点、 50問×2点＝100点  

                                

 

 

得 点 

 

 

受験番号 
 

 


